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新ミュージアム散歩
シンガポールの国立博物館で見つける
メイドインジャパンのすすめ

　ACMで日本にまつわるものとして最初に挙がるものと言え
ば、踏み絵かもしれません。お客様から「踏み絵があるって本
当ですか？」とご質問頂くこともあります。
　ここに表される磔刑（たっけい）のモチーフは、ヨーロッパ
の印刷画もしくは板絵を参考に作られました。踏みつけるこ
とを目的に作られ、裏面の四隅には短い足が付けられていま
す。ギャラリー内の説明文には、日本の絵踏の手法や時代背
景についても紹介されており、展示品名も“Fumi-e”と日本語
がそのまま使われています。近くのショーケースにはもう一枚
踏み絵の展示があり、こちらはピエタと呼ばれる、磔刑後の
イエス・キリストを腕に抱く聖母マリアのモチーフが描かれて
います。どちらの踏み絵も装飾の凹凸が薄くなっていることか
ら、その用途を感じられます。

　こちらの十字架のペンダントも日本製です。下部のつまみ
を外すと上下に開き、中に大切なものを保管することができ
ます。展示正面にはイエス・キリストが、そして裏面には聖母
が表されています。聖母マリアの足元の花はおそらく菊。日本
で活動する西洋のキリスト教宣教師の為に作られたと考えら
れています。ショーケースには鏡が設置され、裏面もじっくり
鑑賞いただけます。
　表面の色にご注目頂くと、黒と金のコントラストが印象的
です。これは金属板に漆を塗り、彫刻や装飾を加えて作られ
ています。この技法をオランダ商人はSawasaと呼び、主にオラ
ンダ東インド会社向けに生産・輸出されました。
　漆を使った工芸品は他のギャラリーでも楽しむことができ
ます。

　日本ではキリスト教がおよそ260年の間禁止されていました
が、当時キリシタン禁制の立て札が各地に掲げられました。こ
ちらは慶応4年(1868年)3月付けで、日向の国(現在の宮崎県

Fumi-e: Crucifixion
Japan, dated 1670
Brass 
Acquired with funds from ACM Gala, 2013-00900 

Reliquary crucifix
Japan,17th century 
Gilded copper alloy, lacquer (sawasa)　
2017-00943 

Signboard
Japan, 1868
Wood and ink
Acquired with funds from ACM Gala, 2013-00901

Chest
Japan, Edo period (1650-1700), 
Wood, lacquer, ray skin denticles, gold, abalone 
shell, metal 
2017-01076

　シンガポールの博物館で、日本のものが見られるのをご存じでしょうか。
　ミュージアム日本語ガイドグループでは4つの国立博物館をご案内していますが、日本と関
わりのある展示に出会うことが多くあります。今回は、アジア文明博物館(以下ACM)とその分
館であるプラナカン博物館にてご覧いただける、日本で製作された展示品をご紹介します。

ACM 2階Christian Art (キリスト教アート)ギャラリー

ACM 1階Maritime Trade (海上交易)ギャラリー

と鹿児島県の一部)に設置されたものです。キリスト教は禁止
であり、これを固く守るよう書かれています。
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　こちらは南蛮漆器のチェストです。南蛮漆器は、漆の文様
に金粉をちりばめた蒔絵(まきえ)に加え、真珠母貝を貼りつ
ける螺鈿(らでん)という技法も使った、豪華な工芸品です。そ
の興りは、日本にやってきたキリスト教宣教師たちが蒔絵を
気に入って宗教用具を発注したことに始まり、キャビネットや
箪笥などの家具も多く作られ、ヨーロッパへと輸出されまし
た。なかでも一番多く作られたのが、こちらのヨーロッパスタ
イルのチェストです。特徴はこの形。長方形の箱に蝶番でか
まぼこ型の蓋が付けられています。洋櫃(ようびつ)と呼ばれま
した。
　また、表面にご注目頂くと白い小さな斑点模様に気付きま
すが、これはエイの皮を磨いて漆が塗られたもので、鮫皮貼
りと呼ばれます。鮫皮貼りは複雑かつ時間もコストもかかる
珍しいものでした。
　海上交易ギャラリーでは、日本から輸出された品が他にも
展示されています。

　佐賀県・有田で17世紀後半に作られた磁器のお皿も展示
されています。有田では、1616年頃に日本初の磁器の焼成に
成功しています。そしてヨーロッパ向けの輸出品として、中国
の芙蓉手(ふようで)と呼ばれる文様を模倣し始めました。芙
蓉手は、皿の中央に大きな円を描き、その周囲を複数ブロッ
クにわけて配置する構図で、これが芙蓉の花を連想させるこ
とから名づけられています。ショーケースには、他にも中国・
景徳鎮(けいとくちん)の芙蓉手が多数並びます。有田と景徳
鎮とで、皿の厚みや筆の運びが若干異なることをお楽しみい
ただければと思います。
　海上交易ギャラリーでは、こちらのお皿のほか、鮮やかな
赤や金色も使用した展示品もあり、有田の磁器の世界的な
人気を感じます。それはシンガポールに根付くプラナカンの
人々へも渡っていました。

　こちらは火縄銃です。1543年に鉄砲が伝来すると、大名た
ちは鍛冶屋に複製品を発注し始め、16世紀後期には日本は
世界有数の武器輸出国となりました。
　銃身には輸出先であるヨーロッパ人の姿や菊、唐草模様
が真鍮と銀で美しく描かれています。銃身の下には「伏見住 
渡辺吉右衛門尉作」と刻印もあるようですが、展示では残念
ながら銃床(木製の台)に隠れています。そして銃床には穴が
あり、火縄や持ち運び用のストラップのほか、カルカ(火薬や
弾丸を中に詰める木の棒)を通すために使われたと考えられ
ています。

　こちらは有田で作られたプラナカン特有の磁器で、カム
チェンと呼ばれます。蓋と両側の取っ手がある壺で、水やスー
プ、おかずなどを保存しました。
　プラナカン食器の多くは景徳鎮で作られました。その特徴
は、プラナカンの好みに合わせた華やかな色使いと吉祥文
様。よく見られるのは緑やピンクの地色に鳳凰や牡丹が描か
れたもので、ギャラリーにも多数展示されています。そちらと
比較すると、この有田のカムチェンは色使いもデザインも日本
風。ご覧になると日本を思い出し、ホッとされる方も多い逸品
です。

　シンガポールと日本の外交関係樹立60周年の今年、両国
の文化に思いを馳せてみませんか。これからの相互理解の
深化への一助となるよう、私どももガイド活動に取り組んでま
いります。

文章・写真 ミュージアム日本語ガイドグループ 柏倉 見奈

Matchlock gun
Japan, 17th century 
Wood, cast iron, brass, silver
2019-00579

Kraak-style dish
Japan, Arita kilns, late 17th century, Porcelain, 
2014-00478

Kamcheng
Japan, Kyushu, Hizen province, late 19th or early 20th 
century
Porcelain (Arita ware) 
On loan from the Mariette Collection

プラナカン博物館 2階Ceramics and Food Culture

 (陶磁器と食文化)ギャラリー
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ミュージアム日本語ガイドグループは、F r i e n d s o f t h e 
Museums Singaporeに所属し、シンガポール国立博物館

（NMS）、アジア文明博物館（ACM）、シンガポール美術館
（SAM at TPD）、プラナカン博物館（TPM）にて、日本語によ
るボランティアガイドを行っています。
◆無料日本語ガイドツアー◆（予約不要。各回定員15名）
下記の博物館で、ボランティアによる日本語ガイドを実施中

（祝日・博物館の開放日を除く）
シンガポール国立博物館　National Museum of Singapore
◎特別展「Once Upon a Tide: Singapore’s Journey from
Settlement to Global City」

（月～金、第一土 10:30～／木、第一・第三火 13:00～）
※開催期間 ～2026年10月9日
※常設展ヒストリーギャラリーは長期改修工事のため閉鎖

中です。
アジア文明博物館　Asian Civilisations Museum
◎常設展ハイライトツアー (火～金、第二土 10:30～)

シンガポール美術館　Singapore Art Museum at Tanjong 
Pagar Distripark
◎開催中の展示ハイライトツアー（木・金・土 10:30～）
◎Hiroshi Sugimoto 「Form Is Emptiness」（木・金・土 10:30～）

※開催期間 ～2026年10月4日
※終了後は開催中の展示ハイライトツアーを予定

プラナカン博物館　The Peranakan Museum
◎常設展ハイライトツアー　（火・水・金、第三土　10：30〜）
◎特別展「Peacock Power: Beauty and Symbolism Across

Cultures」（金 13：00～）
※開催期間 ～2026年8月30日

◆ミュージアム日本語ガイドグループ　10月期入会説明会◆
日時：9月8日(火)10:15～　1時間半程度
場所：アジア文明博物館 Discovery Room
詳細は公式ブログ他にてご確認ください。
◆公式ブログ　「シンガポールミュージアム日本語ガイド」

https://jdguide.exblog.jp/
◆Facebook　　シンガポールミュージアム日本語ガイド
◆Instagram　　jd_museumguide

　5月16日（土）登山家の渡邊直子さんをお迎えし、日本人会
オーディトリアム（3F）にて講演会を開催しました。当日は約130
名の方々にご参加いただきました。
　渡邊さんは、「日本人女性初ヒマラヤ8,000m峰14座完全制
覇」をした登山家とは思えないほど小柄で、人懐っこい笑顔が
印象的でした。渡邊さんにとっては、登山そのものよりもベース
キャンプでシェルパの皆さんや登山仲間と過ごす時間が息抜
きであり癒しであるとのことで、現在も看護師として働きながら
資金を貯めてヒマラヤに通い、ほぼ毎年8,000m峰に挑戦を続
けているそうです。
　質疑応答の中で、参加者からの「私でも登頂できますか。」と
いう質問に対し「登山初心者でも、私といっしょであれば登頂

登山家 渡邊直子さん講演会 開催報告
Mountaineer Ms Watanabe Naoko Lecture Event Report

講演会会場の様子

芦田文化部理事から花束を贈呈される渡邊さん （左から）佐藤文化部部長、渡邊さん、
芦田文化部理事、大山日本人会会長

講演会で熱心にお話をされる登山家の渡邊直子さん

2026年刊行の著書『エベレストは居酒屋です』

文化部
できます。」と力強く言い切る渡邊さんの笑顔が印象的でした。
　また、渡邊さんが登山について語る時に必ず登場する「シェ
ルパ」とは、ネパールの少数民族の一つで、ヒマラヤ登山を支
える山岳ガイドや高所作業の専門家として活躍する人々のこ
とです。渡邊さんのお話から、道なきところに道を作り登頂に
導いてくれる、生きる力と知恵の塊のような尊敬すべき存在で
あると感じられました。
　シェルパの皆さんの暮らしや価値観、そしてシェルパの皆さ
んなしには語れない渡邊さんの登山経験については、2026年
刊行の著書『エベレストは居酒屋です』をぜひお読みになっては
いかがでしょうか。この著書は日本人会図書室でも貸し出し可
能です。


